
調理師さんたちも、食事のサポートをし
て

くれるので食育にもつながりますね！

おかたづけ

まで

できるよ
！

地域のみなさまにも、こども園の活動を知っていただきたい！
町一丸となって子育てに力を入れてほしい！そんな想いから、
園内のお便りをどなたでもご覧いただけるようにしました。

◀
こ
ち
ら
か
ら

異年齢の交流を推進しており
この日も、ランチルームに
３～５才の子どもたちが
自由に席につきました。

みんなで食べ
ると

おいしいな♥
みんなで食べ

ると
おいしいな♥

おはしも上手に

使えます！

先
生
！　
　

お
か
わ
り
！

こども園ひかり
―おいしい給食の時間―

町内こども園シリーズ❶

議
会
だ
よ
り

会
津
み
さ
と

令和5年定例会
12月会議
あそこの跡地どうなった？.............. P2

議案審議................................................ P4
マイナンバーカードでもっと便利に
生活応援支援　1人あたり5,000円
一般質問................................................ P6
7名の議員が登壇　

No. 73
2024. 2. 1
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こ
の
場
所
以
外
に
も
解

体
予
定
の
施
設
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　
主
な
施
設
は
、
旧
給
食

セ
ン
タ
ー
、
消
防
屯
所
等

で
、
施
設
解
体
後
の
跡
地

は
、売
却
す
る
計
画
で
す
。

　
利
活
用
を
検
討
中
の
旧

本
郷
第
一
小
跡
地
や
旧
会

津
美
里
町
公
民
館
跡
地

は
、
検
討
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
協
議
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
は
住
民

参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
意

見
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

　
行
財
政
運
営
の
ス
リ
ム

化
だ
け
で
な
く
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
場
が
制

限
さ
れ
な
い
よ
う
、
議
会

は
引
き
続
き
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ま
い
り
ま
す
。

旧会津美里町公民館跡地

令和 4 年に解体され、
現在は広大な空き地となっています。
跡地利用が決まらず天海さんの背中が寒そうです。

【分館廃止に係る地区懇談会での質疑（抜粋）】

なぜ、生涯学習センター分館をなくすの？

災害時の避難所、選挙の投票所はどうするの？

分館がなくなると、地域の集まりができなくなるのでは？

○耐用年数、経年劣化、耐震性不足から利用者や地域住民の安全確保。
○少子高齢化や人口減少などによる利用者減少。
○諸物価高騰等による施設管理経費の財政圧迫回避。　などが主な理由です。
また、解体予定の施設のうち、借地料を支払っているものもあり、解体によって、
賃借料などの管理経費を節減するとともに、施設運営の最適化を図ります。

避難所や投票所については、地域の方にご不便をおかけしないように対応しま
す。また、災害時には、避難所だけでなく、安全な場所にある親戚や友人宅へ
の避難を呼びかけています。日ごろからハザードマップを確認し、いざという
時、どこに避難すればよいのか、事前に地域や家族で話し合っておくことが大
事です。

地区集会所での「集いの場※」等の実施をお願いします。

※集いの場　�高齢者の交流の場（サロン）

どうなったどうなった？？
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★
賑
わ
い
創
出
の
場

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
形
成
の
場

★
子
ど
も
が
自
由
に

　
　
　
　
　
遊
べ
る
場

　

こ
れ
ら
を
前
提
に
町
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
子
ど
も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
実
証
実
験
な
ど
を

重
ね
、
令
和
６
年
３
月
末
ま
で

に
跡
地
の
整
備
に
向
け
て
具
体

的
な
方
向
性
を
整
理
し
た
実
施

計
画
を
策
定
す
る
見
込
み
で

す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
！
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
ね
！

旧本郷第一小学校跡地

平成 25 年に閉校、令和元年には校舎等を解体しました。
地域活性化の拠点として生まれ変わることを期待しています。
跡地に残ったシンボリックな２本のメタセコイアは何思う？

ワークショップに参加した皆さんの声

美里町は、以前住んでいた自治体よりも
子育て支援が手厚いと思います。子ども
と一緒に参加できるイベントや、屋内で
遊べる場所があると嬉しいですね。

近隣自治体の室内遊び場は、
事前予約が必要でタイミング
よく足を運べません。これか
らの季節は運動の機会が減る
と考え、スイミングスクール
に通い始めました。

休日は子どもをどこかに連れて行かな
きゃというミッションに追われます。
室内で落ち着いて遊べる場所があると
良いですね。

夏はプール、冬は温泉になるところが
あったらいいなぁ！

本郷地域  鈴木さん本郷地域  鈴木さん

高田地域  山本さん高田地域  山本さん

本郷地域  小野さん本郷地域  小野さん

３３
つ
の

　
　
利
活
用
理
念

ワークショップ
等の詳細は
コチラ

あそこの跡地跡地どうなるか
　　決まったの？

このままずっと
　　空き地なの？



議会だより第 73 号［ 4 ］

議案審議議案審議

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　
　
便
利
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　
　
便
利
に

でで
もも
ととっっ

　定例会12月会議は、12月４日から14日までの11日間の日程で開かれま
した。
　提出議案は報告・条例改廃・計画・補正予算など追加議案合わせて22件
で、議案第64号と、議案第66号を除くすべてを原案のとおり全会一致で可
決し、陳情2件は継続審査となりました。(P5「賛否が分かれた議案」参照)
　一般質問には７名が登壇し、教育、福祉、脱炭素まちづくり、来年度予算
編成などについて町長の考えを質しました。

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
住※

民

票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
等

を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
で
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

と
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
以
外
の
施
設
は
何
か
。

イ
オ
ン
な
ど
の
大
型
ス
ー
パ
ー

や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
す
。

し
か
し
、現
在
、会
津
地
方
に
は
、

交
付
で
き
る
端
末
を
有
す
る
施
設

は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
係
る
利
用

方
法
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

令
和
6
年
2
月
の
町
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
行
い

ま
す
。
交
付
手
数
料
が
役
場
窓
口

よ
り
減
額
と
な
る
料
金
設
定
で
あ

る
こ
と
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
奨
励
と
併
せ
て
広
報
し
ま
す
。

―
令
和
６
年
２
月
以
降
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
―

総務省HPより「コンビニ交付について」

マイナンバーカード交付状況

条例一部
改正

町内交付率
1年間で
25.9％25.9％
UP！

ＱＱ ＡＡ

令和５年11月

昭和村　77.2％
三島町　73.3％
金山町　70.5％

会津美里町
73.0％

令和４年11月

昭和村　72.6％
三島町　53.5％
金山町　52.2％

会津美里町
47.1％

※会津美里町では、住民票の写し、印鑑登録証明書のみ取得可能です
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全ての議案はこちらからご覧ください。

補正
予算1人あたり

5,000円

あいづじげん生活応援支援金

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた
町民に対して、経済的負担軽減を図るもの。

賛否が分かれた議案� ○○：賛成　●：反対　議長は採決に加わりません

議案名 結果

櫻　
井　
幹　
夫

小　
柴　
葉　
月

荒　
川　
佳　
一

山　
内　
　
　
豪

長　
嶺　
一　
也

村　
松　
　
　
尚

小　
島　
裕　
子

星　
　
　
　
　
次

渋　
井　
清　
隆

堤　
　
　
信　
也

鈴　
木　
繁　
明

横　
山　
知
世
志

横　
山　
義　
博

根　
本　
　
　
剛

根　
本　
謙　
一

大　
竹　
　
　
惣

議案第64号
会津美里町生涯学習センター条例の
一部を改正する条例

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ● ○○ ● ● ○○ ○○ ● ● ○○ ―

議案第66号
会津美里町工業団地造成事業特別会
計条例を廃止する条例

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ● ○○ ○○ ○○ ○○ ● ● ○○ ―

議案第64号に…

これらの施設は 5年間をかけて、廃止に向け会
議や懇談会等で多くの方々と検討し、町民の皆
さまへ説明をして現在に至っていることから賛
成する。� ( 荒川佳一 議員 )

賛 成

地区住民への周知が徹底されていないこと。ま
た、避難場所として指定されている分館の機能
はどうするか示されていないこと。以上のこと
から、この議案には反対する。�( 横山義博 議員 )

反 対

　
令
和
5
年
12
月
1
日
現
在
、
町
内
に

住
所
を
有
す
る
町
民
1
人
に
つ
き
、

5
千
円
を
支
給
す
る
も
の
。

支
給
予
定
が
3
月
と
な
っ
て
い
る

が
、
な
ぜ
3
月
な
の
か
。

11
月
に
国
か
ら
の
交
付
が
決
定

し
、
事
務
作
業
に
少
々
時
間
が
必

要
な
た
め
で
す
。
な
る
べ
く
早
く
支
給

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

ＱＡ
生
活
応
援
支
援

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
低
得
者

世
帯
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
の
、

負
担
軽
減
を
図
る
も
の
。

対
象
：
令
和
５
年
11
月
1
日
現
在
、

町
内
に
住
所
を
有
し
、
世
帯
員
全
員

が
令
和
5
年
度
の
町
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
、
市
町
村
民

税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の

扶
養
親
族
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る

世
帯
を
除
く
。

内
容
：
世
帯
あ
た
り
７
万
円
を
支
給

す
る（
原
則
、世
帯
主
へ
支
給
す
る
）。

（
支
給
期
間
：
令
和
6
年
2
月
8
日

か
ら
令
和
6
年
3
月
28
日
）

総
合
福
祉
支
援
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一般質問一般質問

町議会HPでは、
過去の会議録や
一般質問の動画を
ご覧いただけます。

詳しい日程は、２月中旬に各庁舎及び生涯学習センターに掲示するとともに、町ホームページに掲載します。

議会を傍聴してみましょう!
定例会３月会議は、２月28日（水）再開予定です。

■傍聴場所	 本庁舎2階議場傍聴席
■ライブ中継	 本庁舎2階フリースペース、本郷・新鶴庁舎1階ホール、宮川・新鶴生涯学習センター

1.小
こ

島
じま

　裕
ひろ

子
こ

 … …………………… P.7
・軟骨伝導イヤホンの窓口導入を
・シルバーカー 庁舎内設置を

2.根
ね

本
もと

　謙
けん

一
いち

………………………… P.8
・脱炭素『ゼロカーボン宣言』を
・関係人口の創出に注力せよ

3.渋
しぶ

井
い

　清
きよ

隆
たか

………………………… P.9
・助言は法律上従う義務を負うのか

4.櫻
さくらい

井　幹
みき

夫
お

……………………… P.10
・学区制廃止、学校選択制を！
・魅力あるふるさと納税返礼品を

5.村
むら

松
まつ

　尚
なおし

………………………… P.11
・持続可能な農業の課題は
・町外中学校に通う生徒数は

6.小
こ

柴
しば

　葉
は

月
づき

……………………… P.12
・まちづくりは社会教育である

7.星
ほし

　次
やどる

…………………………… P.13
・令和６年度の重点事業は

通告順

ホームページから録画映像をご覧いただけます！

スマートフォンからも視聴可能です。

録画映像では、
傍聴席からは見ることが
難しい議員の表情も
ご覧いただけます。
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▲ �録画配信
が見られ
ます

小
こ

島
じま

　裕
ひろ

子
こ

 
議
員　
耳
の
不
自
由
な
高
齢
者
な

ど
に
向
け
、「
軟
骨
伝
導
」
の
技

術
を
使
っ
た
集
音
器
が
一
般
発
売

さ
れ
た
。
補
聴
器
と
異
な
り
、
食

事
を
す
る
と
き
の
そ
し
ゃ
く
音
が

自
身
の
耳
に
響
か
ず
、
会
話
や
テ

レ
ビ
の
音
が
ク
リ
ア
に
聞
こ
え

る
。
ま
た
、
こ
の
イ
ヤ
ホ
ン
は
球

体
で
耳
の
穴
に
入
れ
ず
、
耳
の
く

ぼ
み
部
分
に
装
着
す
る
の
で
汚
れ

が
付
き
に
く
く
拭
き
取
り
や
す
い

な
ど
清
潔
に
使
用
で
き
る
。
窓
口

担
当
者
の
負
担
軽
減
か

ら
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
現
在
、
来
庁
者
の

聴
力
に
応
じ
て
、
筆
談
や

ゆ
っ
く
り
聞
き
取
り
や
す

い
声
量
で
説
明
す
る
な
ど

柔
軟
な
対
応
に
努
め
て
い

ま
す
。
他
の
自
治
体
や
民

間
事
業
者
に
お
い
て
も
、

実
用
性
、
有
効
性
が
確
認

で
き
る
こ
と
か
ら
早
期
の

導
入
を
進
め
ま
す
。

議
員　
耳
が
聞
こ
え
に
く

い
と
会
話
が
少
な
く
な
り

が
ち
で
、
高
齢
者
は
認
知
機
能
が

低
下
傾
向
に
あ
る
と
い
う
研
究
結

果
も
あ
る
。
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
脳
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
た
め
、
使
用
満
足
度
な
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取
り
を
行

い
、
結
果
に
よ
っ
て
は
購
入
補
助

を
行
う
べ
き
。

町
長　
聞
き
取
り
等
に
よ
る
効
果

の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
総
合
的

に
判
断
し
ま
す
。

軟骨伝導イヤホンの窓口導入を
答 早期に導入

さらに ！ひと言

補える“何か”が
あると気持ちが楽に
なりますね

議
員　
自
分
で
歩
け
る
高
齢
の
方

な
ど
の
た
め
に
、
歩
行
の
補
助
具

と
し
て
シ
ル
バ
ー
カ
ー
が
あ
る
。

申
請
や
文
化
祭
な
ど
で
広
い
庁
舎

内
を
不
自
由
な
く
歩
け
る
よ
う
、

シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
置
い
て
ほ
し
い

と
の
町
民
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

設
置
の
考
え
は
。

町
長　
車
イ
ス
の
設
置
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
自
立
歩
行
に
不
安
を
感
じ
る

方
に
は
、
職
員
が
声
か
け
や
車
イ

ス
の
利
用
を
案
内
す
る
な
ど
柔
軟

な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

議
員　
杖
の
使
用
で
は
歩
け
な
い

距
離
で
も
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
が
あ

れ
ば
か
な
り
の
距
離
を
楽
に
移
動

で
き
る
。
自
立
し
た
生
活
を
長
く

続
け
て
い
く
た
め
に
は
今
や
必
需

品
で
あ
り
、
バ
ッ
ク
が
入
る
程
度

の
か
ご
付
き
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
設

置
す
べ
き
。

町
長　
安
心
し
て
施
設
利
用
で
き

る
設
備
の
一
つ
と
し
て
、
早
期
の

設
置
に
努
め
ま
す
。

シルバーカー 庁舎内設置を
答 早期に設置

家族との会話も、さらに楽しめますね！
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根
ね

本
もと

　謙
けん

一
いち

さらに ！ひと言

職員は頭脳集団、
外に出して
育成すべし。

議
員　
平
成
20
年
度
策
定
の
「
町

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
の
取
り

組
み
で
15
年
間
の
成
果
は
ど
う

か
。
ま
た
、
町
民
へ
の
広
報
は
い

か
に
し
て
き
た
の
か
。

町
長　
職
員
自
ら
の
自
覚
に
よ
り

一
丸
と
な
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
抑
制
を
計
画
目
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
事
業
所
と
し
て
の

令
和
４
年
度
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
は
、
基
準
年
度
の
平
成
25
年
度

比
で
26
・
4
％
の
削
減
を
達
成

し
、
令
和
6
年
度
の
目
標
値
で
あ

る
国
指
針
値
の
21
・
1
％
を
5
・

2
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
町
民
へ
は
こ
の
成
果
と
実

績
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
地
球

温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
先
導
役

と
し
て
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

議
員　
全
国
的
に
地
方
自
治
体
と

し
て
「
2
0
5
0
年
ゼ※

ロ
カ
ー
ボ

ン
宣
言
」
が
大
き
な
う
ね
り
と
な

っ
て
来
て
い
ま
す
。
宣
言
し
て
進

む
す
べ
き
と
思
う
が
本
町
と
し
て

い
か
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
温
室
効
果
ガ
ス
は
あ
ら
ゆ

る
人
た
ち
の
生
活
や
事
業
活
動
に

関
係
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
危

機
意
識
を
持
ち
な
が
ら
町
民
、
事

業
者
、
行
政
が
共
に
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
今
後
、
削
減
量
の
目
標
を
設

定
し
た
「
実
行
計
画
区
域
施
策

編
」
を
策
定
し
て
、
令
和
６
年
度

中
に
は
『
脱※

炭
素
ま
ち
づ
く
り
』

の
宣
言
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

脱炭素『ゼロカーボン宣言』を
答 令和6年度の策定を目指す

関係人口の創出に注力せよ
答 令和６年度クラウドファンディング

取組む

議
員　
人
口
減
少
対
策
『
総
合
戦

略
』
基
本
目
標
２
「
本
町
と
多
様

に
関
わ
る
人
を
増
や
し
、
新
し
い

人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
で
第
１
項

目
「
観
光
を
入
口
と
し
た
交
流
人

口
及
び
関
係
人
口
の
創
出
」
と
第

６
項
目
「
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ

た
資
金
調
達
及
び
関
係
人
口
の
創

出
」
の
中
で
の
「
関
係
人
口
の
創

出
」
を
ど
う
捉
え
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
北
海
道
東
川
町
で
は
特
別
町
民

認
定
制
度
や
数
種
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
で
ま
ち
づ
く
り
の
応
援
町

民
に
な
っ
て
い
た
だ
き
様
々
な
特

典
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

あ
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
者
に
大
い
に
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
働

き
か
け
も
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
関
係
人
口
の
創
出
は
、
新

し
い
考
え
方
や
知
見
が
加
わ
り
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
大
事
な

施
策
と
考
え
て
い
ま
す
。
観
光
で

訪
れ
た
方
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
で

の
関
わ
り
を
活
用
し
、
関
係
課
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
施
策
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
は
、

新
た
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
取
り
組

み
、
さ
ら
な
る
関
係
人
口
の
創

出
・
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

10/24「脱炭素まちづくりカレッジ in 会津美里町」にて基本・実践を学習

※脱炭素　�地球温暖化の原因となる二酸化炭素などの温室効果ガス排出量を2050年までに「実質ゼロ」
にしようという取組み。地球温暖化の加速を受け、世界全体で脱炭素が推進されている。（ゼロカーボン）
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渋
しぶ

井
い

　清
きよ

隆
たか

議
員　
平
成
30
年
３
月
26
日
付
け

総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
長
通

知
（
技
術
的
な
助
言
）
は
法
規
命

令
で
あ
る
と
当
局
は
解
釈
判
断
し

て
い
る
。
し
か
し
、
通
知
は
「
法

規
命
令
」
で
は
な
い
。
行
政
内
部

の
行
為
に
係
る
事
務
に
お
い
て
適

用
す
る
も
の
で
あ
り
、
行
政
財
産

と
し
て
供
用
し
て
い
る
間
に
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

証
左
と
し
て
、
当
局
は
行
政
財
産

の
ま
ま
令
和
４
年
12
月
12
日
に
仮

契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
仮
契
約

と
は
、
将
来
に
本
契
約
を
締
結
さ

せ
る
拘
束
を
生
じ
さ
せ
る
契
約
で

あ
る
。
本
契
約
（
令
和
４
年
12
月

15
日
）
に
至
る
準
備
行
為
と
し
て

仮
と
は
い
え
、
契
約
の
一
部
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
行
政
財
産
の
ま

ま
で
は「
売
り
払
い
」は
で
き
ず
、

そ
の
前
提
と
し
て
法
令
の
範
囲
の

中
で
地
方
公
共
団
体
が
行
う
内
部

の
行
為
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
可

能
で
あ
る
と
し
て
通
知
す
る
の
が

技
術
的
助
言
で
あ
る
。
技
術
的
助

言
は
、
外
部
の
行
為
に
つ
い
て
は

効
力
を
有
せ
ず
適
用
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
行
政
財
産
の
ま
ま
で
の

議
決
（
令
和
４
年
12
月
15
日
）
は

法
に
反
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し

て
、
議
会
は
独
立
し
た
機
関
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
財
産
の
処

分
は
廃
止
条
例
の
「
施
行
日
」
で

あ
る
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
も
の
で

あ
り
、
そ
の
議
決
に
よ
り
効
力
を

生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
４
第

１
項
に
違
反
し
な
い
と
す
る
当
局

の
判
断
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え

る
。
見
解
を
伺
う
。

町
長　

技
術
的
助
言
に
つ
い
て

は
、「
法
的
な
拘
束
性
」
と
「
規

範
性
」
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
の
で
、「
法
規
命
令
」
で

は
な
い
と
解
釈
、
判
断
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
公
共

団
体
が
事
務
を
行
う
上
で
は
重
要

な
助
言
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
売
却
に
あ
た
っ
て

は
、
福
島
県
な
ど
に
も
確
認
し
た

上
で
、
技
術
的
助
言
に
基
づ
き
、

地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
４
第

１
項
に
は
違
反
し
な
い
と
町
が
判

断
し
た
も
の
で
あ
り
、
誤
り
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

助言は法律上従う義務を
負うのか

答 法的な拘束性と規範性はない

さらに ！ひと言
結論ありきの

ハチャメチャな
答弁である。

そ
の
他
の
質
問

・
登
記
の
確
認
等

・
代
表
監
査
委
員
の
選
任

・
財
務
会
計
上
の
行
為

総 行 行 第 ６ ７ 号 
平成３０年３月２６日 

 
各都道府県総務部長  
各都道府県議会事務局長 
各指定都市総務局長 
各指定都市議会事務局長 
 

総務省自治行政局行政課長 
（公印省略） 

 
行政財産の用途廃止前の処分について 

 
平成２９年地方分権改革に関する提案募集において、ＰＦＩ事業契約が締結

され、将来、公用又は公共用に供されないことが確定している行政財産（土地）

については、現に建屋が存在し、行政サービスが提供されている間においても、

売り払いを可能とすることについて提案がありました。 
本提案の内容を踏まえ、行政財産の管理及び処分（地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第２３８条の４）については、公共施設の集約化に当たっての効率

的かつ効果的な施設整備や余剰地の利活用の促進等に資するよう、将来におけ

る行政財産としての用途廃止後に普通財産に切り替えた上で売り払う内容の契

約であって、契約締結後の事情変更等にも支障なく対応できる限り、行政財産と

して供用している間に契約を締結することが可能であるものとし、これに伴い、

下記の行政実例については、廃止することとしましたので通知します。 
貴都道府県総務部長におかれては、貴都道府県内の指定都市を除く市町村長

及び市町村議会議長に対してもこの旨周知願います。 
なお、本通知は、同法第２４５条の４第１項に基づく技術的な助言であること

を申し添えます。 
 

記 
 
○昭和５８年１月１３日付 行政課決定 
問 現在使用中の庁舎用地について、将来の庁舎の移転を見越して、現時点に

おいて庁舎として使用中のまま売払い契約を締結することはできないもの

と解されるがどうか。 
答 お見込みのとおり。 

殿 

総務省自治行政局の通知書
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櫻
さくら

井
い

　幹
みき

夫
お

さらに ！ひと言

子どもたちの
可能性を引き出す

学校であれ！

議
員　
私
は
小
学
校
時
代
か
ら
学

区
制
に
対
す
る
疑
問
を
持
っ
て
い

た
。
町
民
の
声
で
、
今
で
も
学
区

制
に
悩
む
人
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
学
区
制
廃
止
に
向
け
た
提
案

を
す
る
。
ま
ず
当
局
の
学
区
制
に

対
す
る
考
え
と
現
状
把
握
す
る
問

題
点
を
伺
う
。

教
育
長　
通
学
区
域
は
、
道
路
や

河
川
等
の
地
理
的
状
況
、
地
域
社

会
の
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
設
定

し
て
い
ま
す
。学
区
制
に
は
、「
通

学
に
関
す
る
負
担
が
少
な
い
」「
学

習
環
境
が
安
定
し
や
す
い
」「
地

域
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
」
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
問
題
点
は

あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　
町
で
は
、
幼
少
中
一
貫
教

育
を
目
指
す
わ
け
だ
が
、
必
ず
し

も
全
て
の
児
童
生
徒
が
望
ん
で
い

る
と
は
思
え
な
い
。
幼
少
中
一
貫

教
育
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
に

で
も
な
れ
ば
、
中
学
校
を
卒
業
す

る
ま
で
、
登
校
す
る
こ
と
さ
え
難

し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
学
校

選
択
制
に
よ
り
環
境
を
変
え
る
、

変
え
ら
れ
れ
ば
何
か
き
っ
か
け
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
い
じ
め
の
問
題
な
ど
に

よ
り
、
緊
急
避
難
的
に
転
学
を
希

望
す
る
場
合
な
ど
は
、
基
準
を
定

め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
学
年
の
途
中

で
も
学
校
を
変
更
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。

議
員　
小
中
学
校
に
お
け
る
学
区

制
を
廃
止
し
、
学
校
選
択
制
を
採

用
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
個
々

の
能
力
を
引
き
出
し
、
向
上
さ
せ

ら
れ
る
学
校
教
育
を
目
指
す
べ

き
。
施
設
整
備
の
費
用
削
減
に
も

繋
が
る
と
考
え
る
が
。

教
育
長　
中
学
校
で
特
色
化
し
た

教
育
は
早
す
ぎ
る
と
考
え
ま
す
。

議
員　
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
金
の
件
数
と
総
額
、
寄
付
金

額
を
伺
う
。

町
長　
10
月
末
現
在
、
寄
付
件
数

1
，0
9
5
件
、
総
額
1
，8
8
3

万
9
千
円
で
、
そ
の
う
ち
7
件
、

3
1
0
万
2
千
円
が
寄
付
金
で

す
。

学区制廃止、学校選択制を！
答 導入する考えはない

魅力あるふるさと納税返礼品を
答 全職員にアイディアを募集

議
員　
返
礼
品
を
望
ま
な
い
に
せ

よ
、
使
い
道
の
報
告
や
感
謝
の
意

を
伝
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の

か
。

町
長　
直
筆
の
手
紙
に
よ
り
感
謝

を
伝
え
て
い
ま
す
。

議
員　
当
町
職
員
に
は
町
外
在
住

者
も
多
く
、
ま
ず
は
、
ど
う
し
た

ら
選
ば
れ
る
町
、
選
ぶ
町
に
な
る

の
か
内
部
で
話
し
合
っ
て
み
て
は

ど
う
か
。

町
長　
全
職
員
に
対
し
て
、
新
た

な
返
礼
品
や
提
供
事
業
者
の
情
報

提
供
な
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
関

す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
等
を
広
く
募
集

し
、
町
特
産
品
の
振
興
及
び
財
源

確
保
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

会津美里町ふるさと納税
返礼品人気No.1は馬刺し。
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村
むら

松
まつ

　尚
なおし

議
員　
先
般
、
所
属
す
る
会
津
農

業
振
興
議
員
連
盟
に
て
、
生
産
振

興
審
議
官
の
講
演
を
拝
聴
し
た
。

現
在
の
農
業
に
関
す
る
国
の
考
え

方
、
会
津
地
域
の
農
業
が
進
む
べ

き
選
択
が
凝
縮
さ
れ
た
内
容
で
、

オ※

ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
に
つ
い

て
の
話
も
あ
っ
た
。
当
町
に
お
い

て
も
認
定
農
業
者
の
減
少
や
担
い

手
不
足
等
の
課
題
が
山
積
し
て
い

る
事
か
ら
伺
う
。

　
持
続
可
能
な
農
業
の
考
え
方
、

課
題
は
何
か
。

町
長　
水
稲
に
依
存
し
な
い
複
合

経
営
を
推
進
し
米
以
外
の
作
物
で

の
収
益
を
確
保
す
る
事
が
重
要
と

考
え
ま
す
。
課
題
は
、
高
齢
化
に

よ
る
離
農
者
増
加
で
あ
り
、
担
い

手
の
確
保
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

議
員　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

構
想
の
経
緯
と
課
題
は
。

町
長　
農
業
者
か
ら
の
要
望
で
事

業
申
請
を
検
討
し
て
き
ま
し
た

が
、
有
機
農
業
に
取
り
組
む
方
々

の
考
え
方
の
相
違
や
慣
行
栽
培
の

農
業
者
を
含
め
、
地
域
全
体
の
意

識
醸
成
が
必
要
と
判
断
し
申
請
を

断
念
し
ま
し
た
。

議
員　
申
請
に
つ
い
て
は
、
内
容

も
含
め
白
紙
と
捉
え
て
よ
い
の
か
。

町
長　
そ
の
通
り
で
す
。

議
員　
猛
暑
に
よ
る
農
作
物
へ
の

影
響
は
。

町
長　
一
等
米
の
比
率
が
２
割
下

が
り
７
割
に
、
園
芸
は
収
穫
量
が

１
割
減
少
し
ま
し
た
。
流
通
量
が

減
少
し
高
値
で
取
引
さ
れ
た
た

め
、
販
売
額
は
例
年
並
み
で
し
た
。

持続可能な農業の課題は
答 農業経営の安定化

さらに ！ひと言

水稲からの転作は、
非常に難しいと

思うが。

子や孫の世代に、この風景を残すにはどうすれば。

　

町外中学校に通う生徒数は
答 計26名です

議
員　
地
元
の
中
学
校
よ
り
、
学

習
環
境
や
進
学
に
有
利
な
町
外
の

中
学
校
を
選
択
す
る
方
が
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
と
考
え
る
。
教
育

現
場
で
の
課
題
、
進
路
に
対
す
る

情
報
把
握
が
必
要
と
考
え
る
が
、

現
在
の
取
組
み
は
。

教
育
長　
令
和
５
年
度
、
町
外
に

通
う
中
学
生
は
１
年
生
12
名
、
２

年
生
２
名
、
３
年
生
12
名
の
計
26

名
で
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
に

町
外
中
学
校
を
希
望
し
て
い
る
小

学
６
年
生
は
12
名
で
す
。
県
立
及

び
私
立
中
学
校
へ
の
進
学
に
つ
い

て
は
、
本
人
や
保
護
者
の
希
望
を

尊
重
す
べ
き
も
の
で
す
が
、
町
教

育
委
員
会
と
し
て
は
小
中
一
貫
教

育
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る
魅
力
化

を
図
り
、
よ
り
良
い
学
校
集
団
づ

く
り
を
目
指
し
、
教
育
行
政
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

議
員　

観
光
客
に
対
し
て
記

念
品
等
の
配
布
は
。

町
長　

良
い
事
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

※オーガニック
　　　ビレッジ

有機農業に地域ぐるみで取り組む産地のこと。農林水産省では、2025年
までに100市町村の創出を目標に産地づくりを推進している。



議会だより第 73 号［12］

▲ �録画配信
が見られ
ます

小
こ

柴
しば

　葉
は

月
づき

さらに ！ひと言

町民のモヤモヤを
なくしたい…まちづくりは社会教育である

答 密接な関係ではあるが…

議
員　
現
在
、
本
町
で
社
会
教
育

関
係
団
体
と
し
て
認
め
て
い
る
団

体
は
い
く
つ
存
在
し
て
、 

ど
の
よ

う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
の

か
。

教
育
長　
現
在
１
１
７
団
体
あ
り

ま
す
。
社
会
教
育
施
設
や
社
会
体

育
施
設
の
使
用
料
を
減
免
す
る
等

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

議
員　
社
会
教
育
関
係
団
体
の
申

請
に
来
た
団
体
の
う
ち
、
ま
ち
づ

く
り
団
体
が
不
認
定
と
な
っ
た

が
、
な
ぜ
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い

う
分
野
が
社
会
教
育
に
入
ら
な
い

の
か
。

教
育
長　
社
会
教
育
と
は
、
解
釈

が
様
々
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
と
社

会
教
育
は
密
接
な
関
係
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く

り
は
、
社
会
教
育
の
結
果
現
れ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員　
平
成
31
年
第
２
回
１
月
会

議
に
て
、
公
民
館
・
体
育
施
設
等

の
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ
た

際
、
議
員
よ
り
使
用
料
減
免
に
係

る
内
容
が
曖
昧
す
ぎ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
今
も
こ
う
し
て
問
題

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
町

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長　
教
育
長
と
相
談
し
ま
す
。

議
員　
本
町
の
条
例
、
規
則
、
要

綱
で
社
会
教
育
と
は
何
か
、
明
記

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
一
番
の
問

題
で
あ
る
。
例
え
ば
、

【
社
会
教
育
関
係
団
体
と
し
て
認

め
る
活
動
の
種
類
】

・
青
少
年
教
育
、
成

人
教
育
に
関
す
る

活
動

・
体
育
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
活
動

・
芸
術
文
化
に
関
す

る
活
動

・
地
域
づ
く
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
活
動

・
町
民
の
健
康
づ
く

り
や
地
域
の
子
育

て
支
援
に
関
す
る

活
動

こ
の
よ
う
に
具
体
的

に
明
記
す
べ
き
で
あ

る
。

　
ま
た
、
他
自
治
体
を
調
査
す
る

と
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
は
社
会
教

育
団
体
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

事
例
が
多
い
。
時
代
に
合
わ
せ
て

教
育
の
形
が
変
化
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
社
会
教
育
の
捉
え
方
も
見

直
す
べ
き
。

教
育
長　

団
体
の
活
動
内
容
は

様
々
な
の
で
、
規
定
す
る
の
は
非

常
に
困
難
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

議
員　

町
民
文
化
祭
の
来
場

者
数
が
激
減
し
て
い
る
が
、

継
続
し
て
い
け
る
の
か
。

教
育
長　

文
化
団
体
連
絡
協

議
会
を
支
援
し
、
将
来
の
文

化
祭
の
あ
り
方
を
見
直
し
て

い
き
ま
す
。

議
員　

い
つ
で
も
資
源
ご
み

を
回
収
で
き
る
環
境
を
整
え

る
べ
き
。

町
長　

会
津
若
松
市
内
の
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
者
が
町
内
に

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
た
い
と
の
お
話
を
進
め

て
い
ま
す
。
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星
ほし

　　次
やどる

議
員　
９
月
会
議
に
お
い
て
、
政

策
・
施
策
並
び
に
事
務
事
業
の
審

議
を
し
、
議
会
と
し
て
、
令
和
６

年
度
予
算
編
成
に
際
し
、
町
当
局

へ
提
言
を
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
の
予
算
編
成
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
こ
を
、
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
て
い
く
の
か
伺
う
。

町
長　
次
世
代
に
向
け
た
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
環
境
整
備
と
し

て
、
高
田
・
本
郷
・
新
鶴
の
３
地

域
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
強
み

を
活
か
し
、
既
存
の
地
域
資
源
に

新
た
な
価
値
を
創
造
し
再
生
す
る

取
組
み
を
加
え
た
、
次
年
度
政
策

方
針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
議

会
か
ら
の
提
言
内
容
を
踏
ま
え
た

予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

議
員　

事
務
事
業
の
廃
止
、
統

合
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
施
設
の
統
廃
合
や
義
務
教

育
学
校
の
開
校
な
ど
の
既
存
事
務

事
業
の
見
直
し
や
、
組
織
体
制
の

見
直
し
を
行
な
い
ま
す
。

議
員　
歳
出
で
は
、
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
や
社
会
体
育
施
設
改
修
事

業
等
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
、
人

口
減
少
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

等
の
経
費
が
計
上
さ
れ
る
。

　
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
徹

底
し
た
歳
出
抑
制
を
図
り
、
有
利

な
国
・
県
補
助
金
の
導
入
活
用
を

常
に
視
野
に
入
れ
て
事
務
を
遂
行

す
る
こ
と
が
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
繋

が
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

町
長　

歳
入
の
確
保
は
も
と
よ

り
、
今
ま
で
以
上
に
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
、
徹
底
し
た
歳
出
抑
制
に

取
り
組
む
こ
と
が
、
質
の
確
保
や

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

議
員　
令
和
６
年
度
も
企
業
誘
致

や
交
流
人
口
の
拡
大
を
強
力
に
進

め
、
法
人
税
の
増
加
に
繋
げ
る
こ

と
や
、
働
く
場
の
確
保
が
最
重
要

課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を

伺
う
。

町
長　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

あ
い
づ
本
郷
北
工
業
団
地
や
空
き

工
場
等
の
利
活
用
を
中
心
に
進

め
、
雇
用
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
伝
統
行
事
や
歴
史
文
化
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
の
魅
力
を
押
し
出

し
、
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
や
街
角
マ
ル

シ
ェ
の
よ
う
に
、
新
し
い
客
層
を

獲
得
す
る
取
組
み
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。

令和６年度の重点事業は
答 ３地域の特色や強みを

活かした環境整備

さらに ！ひと言
町長に期待も、
真新しい事業は
特にないなー

そ
の
他
の
質
問

議
員　

土
地
改
良
事
業
で
取

得
し
た
道
路
敷
地
計
画
の
進

捗
は
。

町
長　

予
備
設
計
業
務
を
委

託
し
、
道
路
線
形
、
基
本
寸

法
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

環境整備が進められます。

旧会津美里町公民館跡地旧会津美里町公民館跡地

旧本郷第一小学校跡地旧本郷第一小学校跡地

新鶴ふれあいの森公園新鶴ふれあいの森公園
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伊
い

藤
と う

　洋
よ う

子
こ

さん（高田地域） 遠
え ん

藤
ど う

　進
し ん

一
い ち

さん（本郷地域）

🅠パン屋を始めたきっかけは
🅐従業員にパン職人がいたことから、現在の店と
の相乗効果を目的に開業しました。

🅠苦労したことは
🅐開店に向け、店舗の改装や準備を一人でおこな
ったのでオープンまでに時間を要したことです。

🅠今後に向けて
🅐高齢者が多いので、やわらかいパンやアレルギ
ーを持つ方のために安全なパンを提供し、地域に
喜んで頂けるような優しいパン屋を目指していきた
いです。おすすめの“Wパン”をはじめ多種そろ
えてお待ちしています。

🅠議会や町に対して
🅐道路わきの草が伸びているのが気になっていま
す。来町する方々に不快な思いをさせないような、
ボランティアを活用した環境整備をする制度があ
ればいいのではと思います。

🅠美里町に住んだきっかけは
🅐30年前に会津若松から嫁いできました。子
育てを終え、自分と家族の健康を最大に考え
るようになりました。

🅠美里町の魅力は
🅐長年暮らしているので、魅力を発見しづらい
です。専門家や移住者の方に、第三者目線か
らの「魅力」について話を聞いてみたいです。

🅠町内のおすすめスポットは
🅐本郷地域にある、せせらぎ公園オートキャン
プ場です。幼い頃、会津の大自然の中でキャン
プをした時の記憶が今でも残っています。自然
の中で遊ぶと、地元愛がより強まると思います。

🅠議会や町に対して
🅐町を盛り上げようと、町民が自らイベントを
開催している姿に心打たれます。せせらぎ公園
などの施設にも、町内外からお客さんが絶え
ないようになったら嬉しいです。

〈担当者より〉
私たちが当たり前のように感じる町の景色や暮
らしも、町外に住む人はそれを魅力に感じたり
すると思います。美里町の魅力とは何か、改め
て考えていきたいと思います。

〈担当者より〉
訪問時は評判通り忙しそうでした。地元に密着し
た事業主で、地域の方への気持ちがよく伝わってき
ました。これからも新たな事業で地域を盛り上げて
ください！

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

職
業
　�

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
靴
・
バ
ッ
グ

修
理
、合
鍵
作
製
の
店
を
経
営

　
　
　
昨
春
、新
た
に
パ
ン
屋
を
開
店

町民コーナー Vol.44

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

職
業
　
自
営

趣
味
　�

つ
る
し
雛
作
り
、
料
理

編
集

記
後

　
こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
よ
り

お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

間
も
な
く
13
年
を
迎
え
ま
す
。

改
め
て
当
時
を
振
り
返
り
、
防

災
へ
の
意
識
を
高
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
暖
冬
で
降
雪
の
少
な
い
年
明

け
と
な
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
未
だ
に
流
行

が
続
い
て
い
ま
す
。
感
染
対
策

を
行
い
、
体
調
に
留
意
く
だ
さ

い
。

�

（
根
本　
謙
一
）


